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鳥
獣
被
害
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話

０
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５
（４
４
）１
８
１
６

鳥
獣
被
害
対
策
に
係
る
先
進
地
事
例
調
査
を
実
施

「
唐
津
地
域
有
害
鳥
獣
広
域
駆
除
対
策
協
議
会
」

唐
津
市
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
、
中
小
型
獣
、
鳥

類
の
被
害
が
大
き
く
、
12

年
前
の
ピ
ー
ク
時
は
１
億
円
を

超
え
て
い
た
。
特
に
サ
ル
被
害
は
イ
ノ
シ
シ
に
比
べ
る

と
被
害
額
は
少
な
い
も
の
の
、
群
れ
に
襲
わ
れ
る
と
ハ

ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル
を
破
っ
て
み
か
ん
を
食
害
す
る
な
ど
精

神
的
苦
痛
を
伴
っ
た
。

そ
こ
で
市
は
、
平
成
20

年
に
「
鳥
獣
対
策
室
（
専
任
正

職
員
3
名
＋
専
任
嘱
託
職
員
１
名
）
を
設
置
し
、
隣
接

す
る
玄
海
町
と
「
唐
津
地
域
有
害
鳥
獣
広
域
駆
除
対
策

協
議
会
」
を
設
立
。

○
唐
津
市
の
サ
ル
対
策

当
初
は
、
出
没
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
、
対
策
は
後
手

後
手
に
回
っ
て
い
た
。
ま
た
、
メ
ス
の
成
獣
を
捕
獲
す

る
こ
と
で
群
れ
が
分
裂
し
、
被
害
エ
リ
ア
が
拡
大
す
る

恐
れ
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
全
て
の
サ
ル
を
捕
獲
す
る
の
で
は
な
く
、

行
政
と
農
家
が
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
サ
ル
と
共

存
し
、
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
対
策
に
転
換
し
た
。

３
つ
の
基
本
方
針
で
対
策
を
実
施
。

①
棲
み
分
け
対
策
（
エ
サ
場
、
隠
れ
場
解
消
）

②
防
除
対
策(

防
護
柵
の
設
置
管
理
、
追
い
払
い
の
実

施)③
捕
獲
対
策(

個
体
数
管
理
、
メ
ス
成
獣
は
駆
除
し
な

い)

○
サ
ル
の
生
息
位
置
調
査

唐
津
市
内
に
生
息
す
る
サ
ル
４
群
に
発
信
機
を
取
り

付
け
、
２
名×

２
組
（
4
名
）
の
調
査
員
が
、
こ
の
発

信
機
か
ら
の
電
波
を
ア
ン
テ
ナ
で
受
信
。

群
れ
の
居
場
所
が
特
定
さ
れ
れ
ば
、
調
査
員
が
タ

ブ
レ
ッ
ト
に
位
置
情
報
を
登
録
す
る
。

こ
の
サ
ル
４
群
の
位
置
情
報
が
、
平
日
の
夕
方
に

サ
ル
メ
ー
ル
と
し
て
希
望
者
（
農
家
）
へ
メ
ー
ル

配
信
さ
れ
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
情
報
提

供
を
し
て
い
る
。

・
調
査
員
は
地
域
住
民
に
委
託
（
退
職
者
や
農

家
）

・
調
査
に
必
要
な
発
信
器
や
テ
レ
メ
ト
リ
ー
機
器

は
交
付
金
を
活
用

○
捕
獲
対
策

・
箱
ワ
ナ
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
が
９
割
を
超
え

る
。
（
平
成
30

実
績
５
，
８
７
２
頭
）

・
市
が
ワ
ナ
の
整
備
計
画
を
作
成
（
交
付
金
活

用
）

・
銃
、
ワ
ナ
免
許
所
有
者
45

名
を
駆
除
員
（
実
施

隊)

と
し
て
位
置
付
け
。

・
補
助
者
制
度
を
活
用
。
駆
除
員
の
補
助
と
し
て
、

ワ
ナ
の
見
回
り
や
エ
サ
の
補
充
な
ど
を
手
伝
う
人

を
補
助
者
と
し
て
従
事
者
証
を
発
行(

３
地
域
54

名)

。

労
力
軽
減
に
よ
り
、
駆
除
員
の
確
保
を
図
っ
て
い

る
。

★
効
果

・
日
々
更
新
さ
れ
る
サ
ル
位
置
情
報
の
提
供
に
よ

り
農
家
自
身
が
追
い
払
い
を
意
識
す
る
よ
う
に
な

り

行
動
予
測
に
よ
る
追
い
払
い
が
可
能
に
な
っ

た
。

・
捕
獲
し
て
生
息
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
は

な
く
、
農
作
物
・
人
的
被
害
が
ゼ
ロ
に
な
れ
ば
よ

い
の
で
、
個
体
数
調
整
を
重
視
し
、
効
果
が
出
て

い
る
。

令
和
元
年
11

月
25

日
か
ら
26

日
に
県
外
先
進
地
視
察

調
査(

佐
賀
県
唐
津
市
、
長
崎
県
川
棚
町
、
佐
賀
県
鳥

栖
市)

を
実
施
し
た
の
で
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

佐
賀
県
唐
津
市
役
所
鳥
獣
害
対
策
室

ハ
ラ
サ
ン
ギ
ョ
ウ
株
式
会
社(
長
崎
県
川
棚
町)

捕獲したイノシシを保管する
保冷庫

化製処理後ミール化された
イノシシは豚のミールと混ぜ
た上、飼肥料原料となる

○
会
社
概
要

・
食
肉
加
工
場
か
ら
の
不
可
食
残
渣
を
処
理
し
、

飼
肥
料
の
原
料
と
し
て
出
荷
す
る
「
化
製
部
門
」

汚
泥
を
建
設
資
材
等
の
原
料
と
し
て
出
荷
す
る

「
廃
棄
物
処
理
部
門
」
の
２
部
門
。

平
成
13

年
～
平
成
14

年
頃
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
を
う
け
死

亡
獣
の
処
理
を
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
、
約
８
年

前
か
ら
イ
ノ
シ
シ
も
取
り
扱
っ
て
い
る
。

「
有
害
駆
除
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
の
処
理
、
飼
肥
料
原

料
と
し
て
の
利
活
用
」



被
害
対
策
に
関
す
る
問
合
せ

西
臼
杵
支
庁
及
び
各
農
林
振
興
局

各
市
町
村
・
各
農
協
・
各
森
林
組
合

等

株
式
会
社
三
生
（
佐
賀
県
鳥
栖
市
）

○
会
社
概
要

・
捕
獲
用
品
の
開
発
・
販
売
・
捕
獲
器
の
試
験
実
証

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
人
材
・
地
域
育
成
等

○
捕
獲
に
取
り
組
む
際
の
コ
ツ
及
び
注
意
点

・
捕
獲
器
の
性
能
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
だ
け
で
は
被
害
軽

減
は
望
め
な
い
。

・
事
前
の
リ
サ
ー
チ
が
重
要
で
、
被
害
箇
所
に
セ
ン

サ
ー
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
、
加
害
獣
種
の
特
定
や
数
、

な
ぜ
そ
こ
に
来
る
の
か
等
を
予
想
す
る
こ
と
。

・
爪
幅
、
足
幅
で
体
重
は
推
測
で
き
る
の
で
、
加
害

獣
に
対
応
し
た
捕
獲
器
を
用
い
る
こ
と
。

・
捕
獲
に
失
敗
し
た
個
体
を
捕
獲
す
る
に
は
難
易
度

が
一
気
に
上
が
る
た
め
、
加
害
個
体
の
捕
獲
率
を
９

割
以
上
に
す
る
こ
と
が
目
標
。

今
回
の
調
査
で
は
、
「
他
人
任
せ
（
行
政
や
猟
友

会
等
）
」
か
ら
「
自
主
防
衛
」
に
転
換
し
、
住
民
参

加
型
に
よ
る
持
続
的
な
対
策
で
被
害
が
軽
減
し
た
唐

津
市
。
ハ
ラ
サ
ン
ギ
ョ
ウ
で
は
、
有
害
駆
除
後
の
イ
ノ

シ
シ
の
利
活
用
。
株
式
会
社
三
生
で
は
、
捕
獲
前
の
入

念
な
事
前
リ
サ
ー
チ
や
捕
獲
器
の
改
良
に
取
り
組
む
姿

が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

被
害
軽
減
の
た
め
の
捕
獲
に
関
し
て
は
、
被
害
農
地

に
出
て
く
る
加
害
獣
を
捕
獲
す
る
こ
と
が
大
事
。
ワ
ナ

設
置
に
お
い
て
は
、
設
置
前
後
の
入
念
な
下
見
や
ス
レ

個
体
を
出
さ
な
い
工
夫
、
失
敗
し
た
後
の
検
証
を
行
い
、

改
善
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
再
確
認
で
き
た
。

以
上
、
各
地
域
で
の
鳥
獣
被
害
対
策
の
参
考
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

調
査
の
ま
と
め

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
と
は
？

・
捕
獲
で
き
た
こ
と
を
通
知
す
る
シ
ス
テ
ム
や
、
モ
ニ

タ
ー
で
映
像
を
確
認
し
な
が
ら
捕
獲
操
作
す
る
シ
ス
テ
ム

等
が
あ
る
。

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
導
入
に
至
っ
て
は
、
捕
獲
の
基
礎
技
術

を
き
ち
ん
と
習
得
し
て
お
く
こ
と
。
楽
し
よ
う
と
し
て
導

入
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
ほ
と
ん
ど
が
失
敗
し
て
い
る
。

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
捕
獲
の
ポ
イ
ン
ト

・
メ
リ
ッ
ト

見
て
確
認
す
る
こ
と
で
目
的
の
獣
・
目
的
の
数
を
捕
獲

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
デ
メ
リ
ッ
ト

初
期
費
用
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
負
担
が
大
き
い
。

精
密
機
械
な
の
で
耐
用
年
数
が
5
年
位
。

ま
た
室
外
利
用
す
る
た
め
、
不
具
合
発
生
頻
度
も
高
い
。

モ
ニ
タ
ー
で
操
作
で
き
る
タ
イ
プ
は
、
操
作
が
真
夜
中
に

な
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
。

事前のリサーチ（爪痕・歩き方・カメラ
の情報等）から加害獣を特定する。
加害獣の（爪幅・足幅等）から体重を推
測し、その体重に見合うワナを設置する。

奥行きが深い箱ワナを設置し、けり糸の高
さ等を工夫する。
捕獲しやすい幼獣だけでなく、親も含めて、
群れ全頭を捕獲する。

○
体
制
等

・
市
町
村
と
契
約
し
、
市
町
村
が
設
置
し
た
冷
凍
庫

等
か
ら
ハ
ラ
サ
ン
ギ
ョ
ウ
が
収
集
す
る
、
も
し
く
は

捕
獲
者
本
人
が
持
ち
込
む
。

○
処
理
方
法

・
イ
ノ
シ
シ
の
ほ
と
ん
ど
は
一
般
廃
棄
物
と
し
て
処

理
、
焼
却
さ
れ
、
ス
ラ
グ
の
原
料
と
な
る
。

捕
獲
者
本
人
の
持
ち
込
み
で
、
電
気
止
め
刺
し
等
を

使
い
、
鉛
弾
の
影
響
が
無
い
個
体
か
ら
は
、
ミ
ー
ル

が
得
ら
れ
飼
肥
料
原
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
。

・
処
理
費
イ
ノ
シ
シ
１
３
０
～
１
４
０
円
／
頭
。

○
捕
獲
者
の
反
応

・
山
間
地
で
の
埋
設
は
、
傾
斜
地
や
木
の
根
が
あ
る

な
ど
大
変
な
た
め
助
か
る
と
の
声
。

○
課
題

・
輸
送
ま
で
の
搬
入
コ
ス
ト
や
保
冷
庫
等
を
導
入
す

る
際
の
市
町
村
側
の
予
算
化
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
契

約
に
至
ら
な
い
。



☆鳥獣被害対策地域特命チームだより☆

北
諸
県
地
域
で
は
、
平
成
30
年
度

か
ら
地
域
の
新
た
な
品
目
と
し
て
、

へ
ベ
ス
の
産
地
化
が
進
ん
で
き
て
い

ま
す
。
そ
の
へ
ベ
ス
栽
培
に
お
い
て
、

野
ウ
サ
ギ
に
よ
る
食
害
の
報
告
が
あ

り
、
そ
の
対
策
の
検
討
と
し
て
、
特

命
チ
ー
ム
で
実
証
ほ
を
設
置
し
ま
し

た
の
で
、
今
回
は
、
こ
の
取
組
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

実
証
ほ
を
設
置
し
た
山
之
口
町
富

吉
地
区
の
ほ
場
は
、
昨
年
春
に
へ
ベ

ス
を
定
植
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
定

植
後
に
野
ウ
サ
ギ
に
よ
り
幼
木
の
新

梢
が
噛
み
き
ら
れ
る
等
の
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
10
月
6
日

に
「
楽
落
く
ん
」
の
実
証
ほ
の
設
置

を
特
命
チ
ー
ム
で
行
い
ま
し
た
。

「
楽
落
く
ん
」
は
タ
ヌ
キ
や
野
ウ

サ
ギ
等
の
中
型
動
物
被
害
対
策
と
し

て
埼
玉
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
開

発
さ
れ
、
「
探
索
行
動
」
と
い
う
、

動
物
が
障
害
物
に
対
し
て
、
危
険
で

は
な
い
か
と
確
認
す
る
行
動
を
逆
手

に
と
っ
た
電
気
柵
で
、
約
30
ｃ
ｍ
の

ネ
ッ
ト
の
上
に
電
線
を
張
り
、
探
索

行
動
で
動
物
が
ネ
ッ
ト
に
よ
り
か
か

り
、
電
線
に
触
れ
た
時
に
感
電
さ
せ
、

ほ
場
内
へ
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
す
。

設
置
当
日
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
支

援
セ
ン
タ
ー
か
ら
設
置
上
の
注
意
点

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

生
産
者
と
特
命
チ
ー
ム
の
合
計
11
名

で
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

北
諸
県
地
域

ほ
と
ん
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
「
楽
落

く
ん
」
の
設
置
を
す
る
の
は
初
め
て

で
し
た
が
、
設
置
自
体
は
難
し
い
部

分
は
な
く
、
約
10

ａ
（
柵
総
延
長
約

１
４
０
ｍ
）
の
作
業
は
１
時
間
程
度

で
終
了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
楽
落
く
ん
」
効
果
に

つ
い
て
検
証
を
行
い
ま
し
た
が
、
設

置
後
は
野
ウ
サ
ギ
に
よ
る
食
害
は

ぱ
っ
た
り
と
止
ま
り
、
被
害
防
止
効

果
の
高
さ
を
実
証
で
き
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
、
北
諸
県
地
域
鳥
獣

被
害
対
策
特
命
チ
ー
ム
で
は
、
サ
ル

の
被
害
が
増
え
て
き
て
い
る
高
城
町

片
前
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
設
定
し
、

サ
ル
対
策
の
検
討
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ほ
場
周
辺
へ
の
電
気
柵
設
置
、
Ｇ
Ｐ

Ｓ
に
よ
る
行
動
パ
タ
ー
ン
の
特
定
、

大
型
捕
獲
檻
の
設
置
に
よ
る
生
育
頭

数
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
追
い
払
い
活

動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民

の
方
が
主
体
と
な
っ
た
サ
ル
の
被
害

軽
減
を
目
指
し
ま
す
。

楽落くん設置作業の様子

東
臼
杵
（南
部
）地
域

○
令
和
元
年
度
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

研
修
会
を
開
催

美
郷
町
・
諸
塚
村
の
14
地
区
で
今

年
度
新
た
に
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵

設
置
を
行
う
農
業
者
が
参
加
し
、
美

郷
町
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

美
郷
町
で
は
、
平
成
26
年
以
降
の
獣

種
別
被
害
の
推
移
は
、
シ
カ
に
よ
る

被
害
が
１
位
で
し
た
が
、
平
成
30
年

度
は
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
が
１
位

と
な
り
、
シ
カ
に
よ
る
被
害
を
抜
い

て
い
ま
す
。

研
修
会
で
は
、
普
及
セ
ン
タ
ー
か

ら
「
獣
か
ら
、
み
ん
な
で
守
る
集
落

づ
く
り
」
と
題
し
て
、
鳥
獣
被
害
が

激
化
す
る
原
因
と
対
策
、
鳥
獣
対
策

リ
ー
ダ
ー
（
集
落
）
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
取
り
組
ん
で
欲
し
い
事
に
つ
い

て
説
明
を
行
い
、
集
落
み
ん
な
で
勉

強
し
て
、
み
ん
な
で
被
害
対
策
に
取

り
組
め
る
集
落
作
り
を
目
指
す
こ
と

で
意
識
の
統
一
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
、
鳥
獣
被
害
対
策
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の

設
置
お
よ
び
維
持
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
研
修
が
行
わ
れ
、
参
加
者

か
ら
は
足
場
の
悪
い
立
地
条
件
で
の

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
設
置
方
法

や
柵
の
補
強
方
法
等
に
つ
い
て
、
活

発
に
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

室
内
研
修
会
後
に
実
地
研
修
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

東
臼
杵
（南
部
）地
域

○
令
和
元
年
度
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

研
修
会
を
開
催

美
郷
町
・
諸
塚
村
の
14
地
区
で
今

年
度
新
た
に
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵

設
置
を
行
う
農
業
者
が
参
加
し
、
美

郷
町
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

美
郷
町
で
は
、
平
成
26
年
以
降
の
獣

種
別
被
害
の
推
移
は
、
シ
カ
に
よ
る

被
害
が
１
位
で
し
た
が
、
平
成
30
年

度
は
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
が
１
位

と
な
り
、
シ
カ
に
よ
る
被
害
を
抜
い

て
い
ま
す
。

研
修
会
で
は
、
普
及
セ
ン
タ
ー
か

ら
「
獣
か
ら
、
み
ん
な
で
守
る
集
落

づ
く
り
」
と
題
し
て
、
鳥
獣
被
害
が

激
化
す
る
原
因
と
対
策
、
鳥
獣
対
策

リ
ー
ダ
ー
（
集
落
）
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
取
り
組
ん
で
欲
し
い
事
に
つ
い

て
説
明
を
行
い
、
集
落
み
ん
な
で
勉

強
し
て
、
み
ん
な
で
被
害
対
策
に
取

り
組
め
る
集
落
作
り
を
目
指
す
こ
と

で
意
識
の
統
一
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
、
鳥
獣
被
害
対
策
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の

設
置
お
よ
び
維
持
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
研
修
が
行
わ
れ
、
参
加
者

か
ら
は
足
場
の
悪
い
立
地
条
件
で
の

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
設
置
方
法

や
柵
の
補
強
方
法
等
に
つ
い
て
、
活

発
に
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

室
内
研
修
会
後
に
実
地
研
修
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

柵
の
設
置
作
業
手
順
の
確
認
を
行
い

ま
し
た
。
当
該
地
区
の
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
は
３
月
完
成
を
目
指
し
、

11
月
か
ら
各
集
落
で
設
置
作
業
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

室内研修会ワイヤーメッシュ柵設置実地研修


